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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２以上のクライアント端末が通信ネットワークを介して接続され、文字アイテムを含む
広告物の作成を支援する広告物作成支援装置において、
　上記クライアント端末からの修正要求に基づいて、上記広告物を編集する広告物編集手
段と、
　２以上のエラー判定グループに共通の管理者によって上記エラー判定グループごとに予
め指定されたエラー語句を保持するエラー語句記憶手段と、
　上記修正要求に基づいて、要求元のクライアント端末が属する上記エラー判定グループ
を判別するエラー判定グループ判別手段と、
　上記広告物中に、上記エラー語句を含む上記文字アイテムが存在するか否かを判別する
広告物エラー判別手段と、
　上記広告物エラー判別手段の判別結果に基づいて、上記修正要求の要求元のクライアン
ト端末へエラー信号を送信するエラー信号送信手段と、
　２以上の管理者グループに共通のテンプレート広告物を保持するテンプレート広告物記
憶手段とを備え、
　上記広告物編集手段は、上記テンプレート広告物を編集して編集広告物を生成し、
　上記エラー語句記憶手段には、上記管理者グループの管理者によって、上記エラー判定
グループごとに予め指定されたエラー語句が保持され、
　上記エラー判定グループ判別手段は、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属す
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る上記管理者グループ及び上記エラー判定グループを判別し、
　上記広告物エラー判別手段は、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属する管理
者グループ内のエラー判定グループに対応するエラー語句に基づいて、上記編集広告物中
に上記文字アイテムが存在するか否かを判別することを特徴とする広告物作成支援装置。
【請求項２】
　上記文字アイテムには、広告物からはみ出して配置することが制限されたはみ出し制限
アイテムと、他の文字アイテムを重ねて配置することが制限された重ね置き制限アイテム
と、傾けて配置することが制限された回転制限アイテムとがあり、
　上記広告物エラー判別手段は、上記広告物中に、広告物からはみ出して配置された上記
はみ出し制限アイテムが存在するか否かと、他の文字アイテムが重ねて配置された上記重
ね置き制限アイテムが存在するか否かと、傾けて配置された上記回転制限アイテムが存在
するか否かとを判別することを特徴とする請求項１に記載の広告物作成支援装置。
【請求項３】
　文字アイテムを含む広告物の作成を支援する広告物作成支援プログラムであって、
　クライアント端末からの修正要求に基づいて、上記広告物を編集する広告物編集手順と
、
　２以上のエラー判定グループに共通の管理者によって上記エラー判定グループごとに予
め指定されたエラー語句を記憶するエラー語句記憶手順と、
　上記修正要求に基づいて、要求元のクライアント端末が属する上記エラー判定グループ
を判別するエラー判定グループ判別手順と、
　上記広告物中に、上記エラー語句を含む上記文字アイテムが存在するか否かを判別する
広告物エラー判別手順と、
　上記広告物エラー判別手順における判別結果に基づいて、上記修正要求の要求元のクラ
イアント端末へエラー信号を送信するエラー信号送信手順と、
　２以上の管理者グループに共通のテンプレート広告物を保持するテンプレート広告物記
憶手順とをコンピュータに実行させ、
　上記広告物編集手順では、上記テンプレート広告物を編集して編集広告物を生成し、
　上記エラー語句記憶手順では、上記管理者グループの管理者によって、上記エラー判定
グループごとに予め指定されたエラー語句が保持され、
　上記エラー判定グループ判別手順では、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属
する上記管理者グループ及び上記エラー判定グループを判別し、
　上記広告物エラー判別手順では、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属する管
理者グループ内のエラー判定グループに対応するエラー語句に基づいて、上記編集広告物
中に上記文字アイテムが存在するか否かを判別することを特徴とする広告物作成支援プロ
グラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、広告物作成支援装置及び広告物作成支援プログラムに係り、さらに詳しくは
、２以上のクライアント端末が通信ネットワークを介して接続され、文字アイテムを含む
広告物の作成を支援する広告物作成支援装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポスターやチラシは、商品の販売を促進するのに利用され、販促物と呼ばれている。こ
れらの広告物は、イラスト、写真などが所定の位置に配置されるとともに、タイトル、宣
伝文句、メッセージなどの語句を含む文字アイテムを配置することによって構成され、デ
ザインデータを紙などの媒体に印刷した印刷物として提供される。この様な広告物は、デ
ザイン編集ソフトを用いて編集することができ、文字アイテムに含まれる語句や文字アイ
テムのレイアウトを変更することができる。
【０００３】
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　従来、広告物のデザインを変更するには、上述した様なデザイン編集ソフトをインスト
ールした端末装置をクライアント自身が用意しなければならなかった。しかも、その様な
端末装置では、編集後の広告物中に、コンプライアンスに反するような語句、例えば、広
告規制に抵触する語句が文字アイテムとして含まれていても、気付き難いという問題があ
った。例えば、パチンコ店などの遊技場、ゲームセンターなどの娯楽施設を提供するアミ
ューズメント業界では、著しく射幸心をあおる語句を広告物中に使用することが制限され
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、広告物を作成する際の利便性及び安
全性を向上させた広告物作成支援装置を提供することを目的とする。特に、広告物中に、
コンプライアンスに反するような語句が文字アイテムとして含まれていた場合に、そのこ
とをクライアントに容易に認識させることができる広告物作成支援装置を提供することを
目的とする。また、クライアント自身がエラー語句をチェックする場合に比べ、より安全
で信頼性の高い広告物を作成することができる広告物作成支援装置を提供することを目的
とする。
【０００５】
　また、本発明は、コンピュータを上述した広告物作成支援装置として機能させることが
できる広告物作成支援プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の本発明による広告物作成支援装置は、２以上のクライアント端末が通信ネットワ
ークを介して接続され、文字アイテムを含む広告物の作成を支援する広告物作成支援装置
であって、上記クライアント端末からの修正要求に基づいて、上記広告物を編集する広告
物編集手段と、２以上のエラー判定グループに共通の管理者によって上記エラー判定グル
ープごとに予め指定されたエラー語句を保持するエラー語句記憶手段と、上記修正要求に
基づいて、要求元のクライアント端末が属する上記エラー判定グループを判別するエラー
判定グループ判別手段と、上記広告物中に、上記エラー語句を含む上記文字アイテムが存
在するか否かを判別する広告物エラー判別手段と、上記広告物エラー判別手段の判別結果
に基づいて、上記修正要求の要求元のクライアント端末へエラー信号を送信するエラー信
号送信手段とを備え、上記広告物エラー判別手段が、上記修正要求の要求元のクライアン
ト端末が属するエラー判定グループに対応するエラー語句に基づいて、上記文字アイテム
が存在するか否かを判別するように構成される。
【０００７】
　この様な構成によれば、エラー語句を含む文字アイテムが存在するか否かの判別結果に
応じて、エラー信号が修正要求の要求元のクライアント端末に送信されるので、クライア
ントは、広告物中に、コンプライアンスに反するような語句が文字アイテムとして含まれ
ているか否かを容易に識別することができる。また、修正要求の要求元のクライアント端
末が属するエラー判定グループを判別し、エラー判定グループに対応するエラー語句に基
づいて広告物のエラー判別を行うので、当該エラー判定グループに対し、管理者が予め指
定したエラー語句によってエラー判別を行うことができる。
【０００８】
　さらに、エラー判別がエラー語句記憶手段に保持されているエラー語句に基づいて自動
的に行われるので、知識や経験の浅いクライアントであっても、コンプライアンスに反す
るような語句が広告物に含まれているか否かを識別することができる。従って、クライア
ント自身がエラー語句をチェックする場合に比べ、より安全で信頼性の高い広告物を作成
することができる。
【０００９】
　第２の本発明による広告物作成支援装置は、上記構成に加え、２以上の管理者グループ
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に共通のテンプレート広告物を保持するテンプレート広告物記憶手段を備え、上記広告物
編集手段が、上記テンプレート広告物を編集して編集広告物を生成し、上記エラー語句記
憶手段には、上記管理者グループの管理者によって、上記エラー判定グループごとに予め
指定されたエラー語句が保持され、上記エラー判定グループ判別手段が、上記修正要求の
要求元のクライアント端末が属する上記管理者グループ及び上記エラー判定グループを判
別し、上記広告物エラー判別手段が、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属する
管理者グループ内のエラー判定グループに対応するエラー語句に基づいて、上記編集広告
物中に上記文字アイテムが存在するか否かを判別するように構成される。
【００１０】
　この様な構成によれば、各管理者グループに共通のテンプレート広告物が保持されるの
で、クライアントは、いずれの管理者グループに属しているのかにかかわらず、テンプレ
ート広告物を利用して編集広告物を作成することができる。また、修正要求の要求元のク
ライアント端末が属する管理者グループ及びエラー判定グループを判別して広告物のエラ
ー判別を行うので、エラー判定グループに対し、当該エラー判定グループを含む管理者グ
ループの管理者が予め指定したエラー語句によってエラー判別を行うことができる。
【００１１】
　第３の本発明による広告物作成支援装置は、上記構成に加え、上記文字アイテムには、
広告物からはみ出して配置することが制限されたはみ出し制限アイテムと、他の文字アイ
テムを重ねて配置することが制限された重ね置き制限アイテムと、傾けて配置することが
制限された回転制限アイテムとがあり、上記広告物エラー判別手段が、上記広告物中に、
広告物からはみ出して配置された上記はみ出し制限アイテムが存在するか否かと、他の文
字アイテムが重ねて配置された上記重ね置き制限アイテムが存在するか否かと、傾けて配
置された上記回転制限アイテムが存在するか否かとを判別するように構成される。
【００１２】
　この様な構成によれば、広告物からはみ出して配置されたはみ出し制限アイテムが存在
するか否かと、他の文字アイテムが重ねて配置された重ね置き制限アイテムが存在するか
否かと、傾けて配置された回転制限アイテムが存在するか否かとの判別結果に応じて、エ
ラー信号がクライアント端末に送信されるので、クライアントは、広告物中に、該当する
文字アイテムが存在するか否かを容易に識別することができる。
【００１３】
　第４の本発明による広告物作成支援プログラムは、文字アイテムを含む広告物の作成を
支援する広告物作成支援プログラムであって、クライアント端末からの修正要求に基づい
て、上記広告物を編集する広告物編集手順と、２以上のエラー判定グループに共通の管理
者によって上記エラー判定グループごとに予め指定されたエラー語句を記憶するエラー語
句記憶手順と、上記修正要求に基づいて、要求元のクライアント端末が属する上記エラー
判定グループを判別するエラー判定グループ判別手順と、上記広告物中に、上記エラー語
句を含む上記文字アイテムが存在するか否かを判別する広告物エラー判別手順と、上記広
告物エラー判別手順における判別結果に基づいて、上記修正要求の要求元のクライアント
端末へエラー信号を送信するエラー信号送信手順とをコンピュータに実行させ、上記広告
物エラー判別手順では、上記修正要求の要求元のクライアント端末が属するエラー判定グ
ループに対応するエラー語句に基づいて、上記文字アイテムが存在するか否かを判別する
ように構成される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明による広告物作成支援装置では、広告物中に、コンプライアンスに反するような
語句が文字アイテムとして含まれていた場合に、そのことをクライアントに容易に認識さ
せることができ、広告物を作成する際の利便性を向上させることができる。また、本発明
による広告物作成支援装置では、クライアント自身がエラー語句をチェックする場合に比
べ、より安全で信頼性の高い広告物を作成することができ、広告物を作成する際の安全性
を向上させることができる。また、本発明によれば、コンピュータを上述した広告物作成
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支援装置として機能させることができる広告物作成支援プログラムを提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態による広告物作成支援装置３を含む販促システム１の一構成
例を示したシステム図である。
【図２】図１の広告物作成支援装置３の構成例を示したブロック図である。
【図３】図２のデザインエディタ３６の構成例を示したブロック図である。
【図４】図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、クライアント端末
１０に表示される編集画面４が示されている。
【図５】図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、編集画面４上に表
示されるエラーチェックリスト４２が示されている。
【図６】図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、管理者端末２０に
表示される納品書画面５０が示されている。
【図７】図２の広告物作成支援装置３における広告物の編集処理の一例を示したフローチ
ャートである。
【図８】広告物作成支援装置３の他の構成例を模式的に示した説明図であり、各管理者グ
ループＫ１～Ｋ３に複数のエラー判定グループが含まれる場合が示されている。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
＜販促システム１＞
　図１は、本発明の実施の形態による広告物作成支援装置３を含む販促システム１の一構
成例を示したシステム図である。この販促システム１は、チラシ、ポスターなどの広告物
をネットワーク上で作成するためのシステムであり、広告物の作成を支援する広告物作成
支援装置３と、２以上のクライアントがそれぞれ使用する２以上のクライアント端末１０
と、管理者が使用する管理者端末２０とにより構成される。広告物作成支援装置３、クラ
イアント端末１０及び管理者端末２０は、インターネット、ＬＡＮ（ローカルエリアネッ
トワーク）などの通信ネットワーク２を介して互いに接続されている。
【００１７】
　クライアントは、広告物のデザインを制作会社に依頼し、制作会社によって作成された
デザインデータを加工して、加工後のデザインデータを元に広告物の印刷を印刷会社に発
注する広告物注文者である。クライアントは、販売グループ内のいずれかの店舗Ａ，Ｂ，
Ｃ，・・・に属する。管理者は、店舗Ａ，Ｂ，Ｃ，・・・が属する販売グループの管理者
であり、各店舗における販売業務を統括する。例えば、クライアントは、多数のパチンコ
店を運営するアミューズメント会社に属し、管理者は、アミューズメント会社の運営責任
者である。
【００１８】
　クライアント端末１０及び管理者端末２０は、いずれも操作者による操作を受け付ける
操作入力装置と、各種情報を画面表示する表示装置とを備えた端末装置である。広告物作
成支援装置３は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、広告物のデザインデ
ータを編集し、編集後のデザインデータから発注用のデザインデータを作成する情報処理
装置である。また、広告物作成支援装置３は、クライアント端末１０からの発注要求に基
づいて、発注用のデザインデータを元に広告物の印刷を印刷会社に発注する。
【００１９】
　例えば、広告物作成支援装置３は、広告物作成支援プログラムに基づいてコンピュータ
を動作させることにより実現することができる。また、その様な制御プログラムは、ＣＤ
－ＲＯＭなどのコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して提供され、或いは、通信
ネットワークを介して提供される。
【００２０】
　この広告物作成支援装置３は、広告物の編集により、広告物中の文字アイテムに含まれ
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る語句や文字アイテムのレイアウトが変更された場合、編集後の広告物中に、エラー語句
が文字アイテムとして含まれているか否かと、アイテム配置条件を満たしていない文字ア
イテムが含まれているか否かのエラー判別を行う。そして、広告物作成支援装置３は、エ
ラー判別結果に応じて、エラー語句を含む文字アイテムが存在し、或いは、アイテム配置
条件を満たしていない文字アイテムが存在することを示すエラー信号を修正要求の要求元
のクライアント端末１０へ送信する。
【００２１】
　広告物作成支援装置３には、コンプライアンスに反するような語句をエラー語句として
保持するエラー語句ＤＢ（データベース）３１と、編集用のデザインデータからなるテン
プレート広告物を保持するテンプレートＤＢ３２と、発注用のデザインデータからなる発
注用広告物を保持する発注用ＤＢ３３とが設けられている。
【００２２】
　エラー語句は、販売グループの管理者によって予め指定される語句であり、１又は２以
上の文字からなる。テンプレート広告物には、制作会社によって作成されたデザインデー
タからなる外注広告物や、発注用広告物の中から販売グループの管理者によって承認され
た承認広告物が含まれる。
【００２３】
　この販促システム１では、販売グループが２以上のエラー判定グループに分割され、各
エラー判定グループに共通の管理者によってエラー語句が指定される。また、エラー語句
は、エラー判定グループごとに、指定される。各エラー判定グループは、１以上の店舗を
含み、店舗が位置する地域、店舗の業態又は店舗のコンセプトが互いに異なる。
【００２４】
＜広告物作成支援装置３＞
　図２は、図１の広告物作成支援装置３の構成例を示したブロック図である。この広告物
作成支援装置３は、エラー語句ＤＢ３１、テンプレートＤＢ３２、発注用ＤＢ３３、エラ
ー語句指定部３４、アイテム種別指定部３５、デザインエディタ３６、承認処理部３７、
発注処理部３８、納品書生成部３９及びエラー判定グループ判別部４０により構成される
。
【００２５】
　エラー語句指定部３４は、管理者端末２０からの登録要求に基づいて、販売グループの
管理者が指定した語句をエラー語句としてエラー語句ＤＢ３１に登録する。管理者は、新
たな語句をエラー語句として登録し、或いは、既に登録されているエラー語句を削除し、
或いは、既に登録されているエラー語句を変更することができる。登録可能な語句には、
単語、複合語、文、節、句などが含まれ、日本語の仮名文字、漢字、数字又は英文字を含
む語句をエラー語句として登録することができる。
【００２６】
　エラー語句ＤＢ３１は、多数のエラー語句を保持するエラー判別用の辞書記憶装置であ
る。このエラー語句ＤＢ３１には、各エラー判定グループ３１ａ～３１ｃに共通の管理者
によってエラー判定グループごとに指定されたエラー語句が保持されている。つまり、エ
ラー判定グループ３１ａ～３１ｃごとに異なるエラー語句を登録することができ、エラー
語句ＤＢ３１には、その様なエラー語句がエラー判定グループ３１ａ～３１ｃに関連づけ
て保持される。
【００２７】
　アイテム種別指定部３５は、管理者端末２０からの登録要求に基づいて、販売グループ
の管理者が選択したテンプレートＤＢ３２内のテンプレート広告物３２ａに対し、当該テ
ンプレート広告物３２ａ中の文字アイテムについて、文字アイテムの種別を指定する。文
字アイテムは、１以上の文字を含み、広告物を構成するための素材部品であり、文字のキ
ャラクタコードと、文字や文字列を装飾するための装飾情報と、種別を示す属性情報によ
り構成される。例えば、装飾情報には、文字種、字体、フォントサイズ、文字色、背景色
、文字列の方向、形状、サイズを示す情報がある。
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【００２８】
　文字アイテムには、はみ出し制限アイテム、重ね置き制限アイテム及び回転制限アイテ
ムがあり、属性情報により識別することができる。はみ出し制限アイテムは、広告物から
はみ出して配置することが制限された文字アイテムである。重ね置き制限アイテムは、他
の文字アイテムを重ねて配置することが制限された文字アイテムである。回転制限アイテ
ムは、傾けて配置することが制限された文字アイテムである。文字アイテムの種別は、テ
ンプレート広告物３２ａごとに指定される。
【００２９】
　テンプレートＤＢ３２は、各エラー判定グループ３１ａ～３１ｃに共通のテンプレート
広告物３２ａを保持する編集用デザインデータ記憶装置である。つまり、販売グループ内
のクライアントは、いずれのエラー判定グループ３１ａ～３１ｃに属しているのかにかか
わらず、テンプレート広告物３２ａを用いて広告物を作成することができる。管理者は、
新たなテンプレート広告物３２ａを登録し、或いは、既に登録されているテンプレート広
告物３２ａを削除し、或いは、既に登録されているテンプレート広告物３２ａを変更する
ことができる。
【００３０】
　テンプレート広告物３２ａは、１又は２以上の文字アイテムを含むデザインデータによ
り構成される。広告物のデザインデータは、背景画像と、広告物を示す領域内における背
景画像の位置情報と、文字アイテムと、広告物を示す領域内における文字アイテムの位置
情報と、文字アイテムの傾斜角度を示す傾き情報、各種属性を示す属性情報により構成さ
れる。上記属性情報には、テンプレート広告物３２ａ又は発注用広告物を識別するための
識別情報と、編集中であるか否かや、発注の有無を示すフラグ情報が含まれる。テンプレ
ート広告物３２ａには、文字アイテムを重ねて配置することを禁止するアイテム禁止領域
が予め定められている。
【００３１】
　デザインエディタ３６は、広告物のデザインデータを編集するための編集処理部であり
、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、クライアントが選択したテンプレー
ト広告物３２ａを含む編集画面を生成し、要求元のクライアント端末１０へ送信する。ま
た、デザインエディタ３６は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、テンプ
レート広告物３２ａを編集し、発注用広告物を作成して発注用ＤＢ３３に書き込む。
【００３２】
　発注用ＤＢ３３は、発注用広告物を保持する記憶装置である。発注処理部３８は、クラ
イアント端末１０からの発注要求に基づいて、発注用ＤＢ３３内の発注用広告物を元に、
広告物の印刷を印刷会社に発注する。例えば、発注用広告物を所定のデータ形式に変換し
て発注用のデザインデータが作成され、印刷会社へ送信される。
【００３３】
　納品書生成部３９は、発注処理の終了後、広告物のデザインデータ又は広告物の印刷物
をクライアントに納品するための納品書を作成する。例えば、納品書生成部３９は、管理
者端末２０からの確認要求に基づいて、発注用広告物を含む納品書画面を生成し、要求元
の管理者端末２０へ送信する。承認処理部３７は、管理者端末２０からの承認要求に基づ
いて、発注用ＤＢ３３から発注用広告物を読み出し、テンプレート広告物３２ａとしてテ
ンプレートＤＢ３２に書き込む。つまり、販売グループの管理者が承認した発注用広告物
は、テンプレート広告物３２ａとしてテンプレートＤＢ３２内に格納される。
【００３４】
　エラー判定グループ判別部４０は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、
要求元のクライアント端末１０が属するエラー判定グループ３１ａ～３１ｃを判別し、そ
の判別結果をデザインエディタ３６へ出力する。クライアント端末１０が属するエラー判
定グループ３１ａ～３１ｃは、修正要求に含まれるクライアントの属性情報、例えば、店
舗の所在地、店舗名によって判別される。
【００３５】
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　デザインエディタ３６は、広告物中に、エラー語句を含む文字アイテムが存在するか否
かと、アイテム配置条件を満たしていない文字アイテムが存在するか否かとを判別し、そ
のエラー判別結果に基づいて、修正要求の要求元のクライアント端末１０にエラー信号を
送信する。
【００３６】
＜デザインエディタ３６＞
　図３は、図２のデザインエディタ３６の構成例を示したブロック図である。このデザイ
ンエディタ３６は、広告物編集部１０１、編集広告物記憶部１０２、広告物エラー判別部
１０３、エラー信号送信部１０４及び発注用広告物書込部１０５により構成される。
【００３７】
　広告物編集部１０１は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、クライアン
トが選択したテンプレート広告物３２ａをテンプレートＤＢ３２から読み出し、当該テン
プレート広告物３２ａを含む編集画面を表示するための画面データを生成し、要求元のク
ライアント端末１０へ送信する。
【００３８】
　また、広告物編集部１０１は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、テン
プレート広告物３２ａを編集し、編集広告物を生成する。テンプレート広告物３２ａの編
集では、文字アイテムに含まれている語句を変更し、或いは、文字アイテムの位置又は傾
斜角度を変更し、或いは、文字アイテムを追加又は削除することができる。編集広告物記
憶部１０２には、編集作業中の編集広告物が保持される。
【００３９】
　広告物エラー判別部１０３は、編集広告物中に、エラー語句を含む文字アイテムが存在
するか否かを判別し、その判別結果をエラー信号送信部１０４及び発注用広告物書込部１
０５へ出力する。広告物のエラー判別は、修正要求の要求元のクライアント端末１０が属
するエラー判定グループ３１ａ～３１ｃに対応するエラー語句に基づいて、行われる。
【００４０】
　すなわち、修正要求の要求元のクライアント端末１０が属するエラー判定グループ３１
ａ～３１ｃに関連づけて保持されているエラー語句をエラー語句ＤＢ３１から読み出し、
編集広告物中の文字アイテムに含まれている語句と照合し、エラー語句と一致する語句が
編集広告物中に文字アイテムとして含まれているか否かが判別される。
【００４１】
　また、広告物エラー判別部１０３は、編集広告物中に、アイテム配置条件を満たしてい
ない文字アイテムが存在するか否かを判別し、その判別結果をエラー信号送信部１０４及
び発注用広告物書込部１０５へ出力する。具体的には、アイテム禁止領域に重ねて配置さ
れた文字アイテムが存在するか否かと、編集広告物からはみ出して配置されたはみ出し制
限アイテムが存在するか否かと、他の文字アイテムが重ねて配置された重ね置き制限アイ
テムが存在するか否かと、傾けて配置された回転制限アイテムが存在するか否かとが判別
される。この様な広告物のエラー判別は、例えば、編集広告物を発注用ＤＢ３３へ保存す
ることがクライアントにより指示された場合に、当該指示に基づいて行われる。
【００４２】
　エラー信号送信部１０４は、広告物エラー判別部１０３の判別結果に基づいて、修正要
求の要求元のクライアント端末１０へエラー信号を送信する。エラー信号は、編集広告物
中に、エラー語句を含む文字アイテムが存在し、或いは、アイテム配置条件を満たしてい
ない文字アイテムが存在することを示す制御信号である。
【００４３】
　クライアント端末１０では、編集広告物中に、エラー語句を含む文字アイテムが存在し
、或いは、アイテム配置条件を満たしていない文字アイテムが存在することを示すユーザ
報知が行われる。例えば、所定の文字列からなるエラーメッセージが編集画面に表示され
る。
【００４４】
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　発注用広告物書込部１０５は、広告物エラー判別部１０３の判別結果に基づいて、編集
広告物を発注用広告物として発注用ＤＢ３３に書き込む。例えば、編集広告物にエラーが
なかった場合と、編集広告物にエラーがあっても、当該編集広告物を発注用ＤＢ３３へ保
存することがクライアントにより指示された場合とに、編集広告物が発注用広告物として
発注用ＤＢ３３に書き込まれる。
【００４５】
＜編集画面４＞
　図４は、図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、クライアント端
末１０に表示される編集画面４が示されている。この編集画面４には、横長の矩形形状か
らなる編集領域内に、編集対象の広告物５、チェックボタン８及び保存ボタン９が配置さ
れ、エラーメッセージ４１が表示されている。
【００４６】
　この広告物５は、パチンコ店の販促用広告物を示す編集広告物であり、縦長の矩形形状
からなる背景画像上に、２つの文字アイテム６が配置されている。また、広告物５には、
アイテム禁止領域７が定められている。
【００４７】
　クライアントは、文字アイテム６に含まれている語句や文字アイテム６のレイアウトを
変更することができる。この例では、文字アイテム「月に一度の限定開催」がその一部を
アイテム禁止領域７に重ねて配置されている。
【００４８】
　チェックボタン８は、広告物５のエラー判別を広告物作成支援装置３に指示するための
操作アイコンである。クライアントは、編集画面４の表示中、任意のタイミングでエラー
判別を行わせることができる。保存ボタン９は、広告物５を発注用広告物として発注用Ｄ
Ｂ３３に保存することを広告物作成支援装置３に指示するための操作アイコンである。保
存ボタン９を操作すれば、広告物５のエラー判別が行われる。
【００４９】
　広告物５のエラー判別では、エラー語句のチェックと、アイテム配置条件のチェックと
が行われる。すなわち、エラー語句のチェックでは、広告物５中に、エラー語句を含む文
字アイテム６が存在するか否かが判別される。また、アイテム配置条件のチェックでは、
広告物５中に、アイテム禁止領域７に重ねて配置された文字アイテム６が存在するか否か
と、広告物５からはみ出して配置されたはみ出し制限アイテムが存在するか否かと、他の
文字アイテム６が重ねて配置された重ね置き制限アイテムが存在するか否かと、傾けて配
置された回転制限アイテムが存在するか否かとが判別される。
【００５０】
　広告物５中にエラー語句が含まれていれば、当該広告物５を発注用ＤＢ３３に保存する
ことが制限される。また、広告物５中にアイテム配置条件を満たさない文字アイテム６が
含まれていれば、当該広告物５を発注用ＤＢ３３に保存することが制限される。
【００５１】
　この例では、文字アイテム「月に一度の限定開催」がアイテム禁止領域７に重ねて配置
されていることから、チェックボタン８又は保存ボタン９を操作したタイミングで、エラ
ーメッセージ４１が表示される。
【００５２】
＜エラーチェックリスト４２＞
　図５は、図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、編集画面４上に
表示されるエラーチェックリスト４２が示されている。このエラーチェックリスト４２は
、エラー判別の判別結果を示すエラー報知画面である。エラーチェックリスト４２には、
広告物５中に含まれている１又は２以上のエラー語句が一覧表示されている。
【００５３】
　エラー語句には、禁止語句及び警告語句の種別がある。広告物５中に、禁止語句が含ま
れていれば、当該広告物５を発注用ＤＢ３３に保存することが禁止され、保存できない。
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一方、警告語句が広告物５中に含まれていても、クライアントが許諾を指示すれば、当該
広告物５を発注用ＤＢ３３に保存することができる。
【００５４】
　この例では、エラー語句「地域最大」が禁止語句として広告物５から抽出され、エラー
語句「だんとつ」及び「衝撃」が警告語句として抽出されている。この例に示すように、
コンプライアンスに反するような語句、例えば、広告規制に抵触する語句や誤認を防止す
るための語句がエラー語句に指定される。
【００５５】
＜納品書画面５０＞
　図６は、図２の広告物作成支援装置３の動作の一例を示した図であり、管理者端末２０
に表示される納品書画面５０が示されている。この納品書画面５０は、発注内容を確認す
るための管理者画面であり、販売グループの管理者により指示された場合に、当該指示に
基づいて表示される。
【００５６】
　納品書画面５０には、印刷ボタン５１、発注用広告物のサムネイル画像５２及び発注明
細欄５３が配置されている。印刷ボタン５１は、納品書データの印刷を指示するための操
作アイコンである。印刷ボタン５１を操作することにより、管理者は、納品書データを紙
などの媒体に印刷することができる。
【００５７】
　サムネイル画像５２は、発注用広告物を縮小した画像であり、印刷会社に発注された発
注用広告物のデザインデータからなる。発注明細欄５３には、発注用広告物を識別するた
めの商品コード、商品名と、印刷物のサイズ、数量、単価、購入金額の合計とが配置され
ている。管理者は、この様な納品書画面５０を閲覧することにより、発注内容を確認する
ことができる。
【００５８】
　図７のステップＳ１０１～Ｓ１０９は、図２の広告物作成支援装置３における広告物の
編集処理の一例を示したフローチャートである。この図には、編集広告物のエラーチェッ
クとして、エラー語句が含まれているか否かの判別を行う場合が示されている。
【００５９】
　まず、デザインエディタ３６は、クライアント端末１０からの修正要求に基づいて、テ
ンプレートＤＢ３２内のテンプレート広告物３２ａを選択し、編集領域内に編集広告物と
して配置した編集画面４を生成して、要求元のクライアント端末１０へ送信する（ステッ
プＳ１０１，Ｓ１０２）。
【００６０】
　次に、デザインエディタ３６は、修正要求に基づいて、テンプレート広告物３２ａを編
集し、編集画面４の保存ボタン９が操作されれば、編集広告物のエラーチェックを行う（
ステップＳ１０３～Ｓ１０５）。デザインエディタ３６は、編集広告物中にエラー語句が
含まれていれば、エラーチェックリスト４２を編集画面４上に表示する（ステップＳ１０
６，Ｓ１０７）。
【００６１】
　編集広告物を再度編集し、禁止語句を訂正する場合は、ステップＳ１０３以降の処理手
順が繰り返される（ステップＳ１０８）。編集広告物中にエラー語句が含まれていない場
合と、禁止語句が訂正された場合と、クライアントが許諾した場合、デザインエディタ３
６は、編集広告物を発注用広告物として発注用ＤＢ３３に書き込んでこの処理を終了する
（ステップＳ１０９）。
【００６２】
　本実施の形態によれば、エラー語句を含む文字アイテム６が存在するか否かの判別結果
に応じて、エラー信号が修正要求の要求元のクライアント端末１０に送信されるので、ク
ライアントは、広告物５中に、コンプライアンスに反するような語句が文字アイテム６と
して含まれているか否かを容易に識別することができる。また、修正要求の要求元のクラ
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イアント端末１０が属するエラー判定グループ３１ａ～３１ｃを判別し、エラー判定グル
ープ３１ａ～３１ｃに対応するエラー語句に基づいて広告物５のエラー判別を行うので、
当該エラー判定グループに対し、販売グループの管理者が予め指定したエラー語句によっ
てエラー判別を行うことができる。
【００６３】
　また、広告物５からはみ出して配置されたはみ出し制限アイテムが存在するか否かと、
他の文字アイテム６が重ねて配置された重ね置き制限アイテムが存在するか否かと、傾け
て配置された回転制限アイテムが存在するか否かとの判別結果に応じて、エラーメッセー
ジ４１が表示されるので、クライアントは、広告物５中に、該当する文字アイテム６が存
在するか否かを容易に識別することができる。
【００６４】
　また、クライアント端末１０には、アイテム禁止領域７に重ねて配置された文字アイテ
ム６が存在するか否かの判別結果に応じてエラーメッセージ４１が表示されるので、修正
要求の要求元のクライアントは、広告物５中に、該当する文字アイテム６が存在するか否
かを容易に識別することができる。
【００６５】
　なお、本実施の形態では、販売グループが２以上のエラー判定グループに分割され、各
エラー判定グループに共通の管理者によってエラー語句が指定される場合の例について説
明したが、本発明は、販売グループの構成をこれに限定するものではない。例えば、販売
グループが２以上の管理者グループに分割され、各管理者グループが２以上のエラー判定
グループを含むような構成にも本発明は適用することができる。
【００６６】
　図８は、広告物作成支援装置３の他の構成例を模式的に示した説明図であり、各管理者
グループＫ１～Ｋ３に複数のエラー判定グループが含まれる場合が示されている。各管理
者グループＫ１～Ｋ３は、互いに異なる管理者によって管理されるグループである。この
広告物作成支援装置３では、３つの管理者グループＫ１～Ｋ３に共通のテンプレート広告
物３２ａがテンプレートＤＢ３２に保持される。つまり、販売グループ内のクライアント
は、いずれの管理者グループＫ１～Ｋ３に属しているのかにかかわらず、テンプレート広
告物３２ａを用いて広告物を作成することができる。
【００６７】
　管理者グループＫ１は、３つのエラー判定グループＡ１～Ｃ１を包含し、管理者グルー
プＫ１の管理者は、各エラー判定グループＡ１～Ｃ１に共通の管理者である。管理者グル
ープＫ２は、２つのエラー判定グループＡ２及びＢ２を包含し、管理者グループＫ２の管
理者は、各エラー判定グループＡ２，Ｂ２に共通の管理者である。管理者グループＫ３は
、４つのエラー判定グループＡ３～Ｄ３を包含し、管理者グループＫ３の管理者は、各エ
ラー判定グループＡ３～Ｄ３に共通の管理者である。
【００６８】
　例えば、店舗の所在地を元に、地域によって販売グループが管理者グループＫ１～Ｋ３
に分割され、また、店舗の販売業態や店舗のコンセプトによって各管理者グループＫ１～
Ｋ３がエラー判定グループに分割される。
【００６９】
　エラー語句ＤＢ３１には、管理者が管理者グループＫ１～Ｋ３ごとに指定したエラー語
句が保持される。また、これらのエラー語句は、管理者グループの管理者によって、エラ
ー判定グループごとに指定される。つまり、管理者グループＫ１～Ｋ３ごとに異なるエラ
ー語句を登録することができ、エラー語句ＤＢ３１には、その様なエラー語句が管理者グ
ループＫ１～Ｋ３に関連づけて保持される。
【００７０】
　エラー判定グループ判別部４０は、修正要求の要求元のクライアント端末１０が属する
管理者グループＫ１～Ｋ３及びエラー判定グループを判別する。広告物エラー判別部１０
３は、修正要求の要求元のクライアント端末１０が属する管理者グループ内のエラー判定
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グループに対応するエラー語句に基づいて、編集広告物中に、エラー語句を含む文字アイ
テム６が存在するか否かを判別する。
【００７１】
　この様に構成することにより、各管理者グループＫ１～Ｋ３に共通のテンプレート広告
物３２ａが保持されるので、クライアントは、いずれの管理者グループＫ１～Ｋ３に属し
ているのかにかかわらず、テンプレート広告物３２ａを利用して編集広告物を作成するこ
とができる。
【００７２】
　また、修正要求の要求元のクライアント端末１０が属する管理者グループ及びエラー判
定グループを判別して広告物のエラー判別を行うので、エラー判定グループに対し、当該
エラー判定グループを含む管理者グループの管理者が予め指定したエラー語句によってエ
ラー判別を行うことができる。つまり、管理者が店舗の販売業態やコンセプトに応じて指
定したエラー語句によって、エラー判定を行うことができる。
【符号の説明】
【００７３】
１　販促システム、２　通信ネットワーク、３　広告物作成支援装置
４　編集画面、５　広告物、６　文字アイテム、７　アイテム禁止領域
１０　クライアント端末、２０　管理者端末
３１　エラー語句ＤＢ、３２　テンプレートＤＢ、３３　発注用ＤＢ
３４　エラー語句指定部、３５　アイテム種別指定部、３６　デザインエディタ
３７　承認処理部、３８　発注処理部、３９　納品書生成部
４０　エラー判定グループ判別部、４１　エラーメッセージ
４２　エラーチェックリスト
１０１　広告物編集部、１０２　編集広告物記憶部、１０３　広告物エラー判別部
１０４　エラー信号送信部、１０５　発注用広告物書込部
Ｋ１～Ｋ３　管理者グループ
Ａ１～Ａ３，Ｂ１～Ｂ３，Ｃ１，Ｃ３，Ｄ３　エラー判定グループ
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